
二二 Q\ 二 ~I¥.かちのペ時 Jうとす 3二とQ.，

伝説議33、'19-~ 

つミ?の点に伐

この釘 TJ....拾 οら III忌いか，二 め 対1文のなか c'

だかち，

""$民わり，

1¥ o 

ら JI¥.喜 ，

之さのあたりた九主主と下玉県 にえ さ照ら 5 i!.て~示、宝ミf、之冷切さ下きどは，

まE.万工良 の 体 良1/かわ 1芯ごう L た こ と を ，見っ力、りをうた、 3うか。

言語門S似 )l
.J C1Qマ9)

泰

ー -Jt見箆 の殺 lりとしての

--泌黙識のお、 J+--...... 

本lU • • 

。

尽

N

A

H
 

て

却

中

角

め
定
、
め

を
、

c

h
村
、
降

ι〕{刊広事事I} j)、二マヒ I¥う作業 lこ

今回 C乃出志向らtr;.号、。ヨ勺の菩;p今r1f..事三昌広犬三郎爪mM 
二Hi..応¥， fわ

民でふ
μ

o

持
品

A4
.
A

の

4
J

、
ゲ

ヴ
'
k

、向
。

巧
、ん

剤
、
王

ミ1..11:.ラヨ Lj¥. ?に豆 フ た 諌堅手主主湖、σ裾容 を，

芸吉の昏よ 禍主に YJた号、こ 1'¥え4 う d，-Id:' ， 「買代住金研究念」 汎伺i三三 6， 2 Fl:2.4-日，山フ主主永の上告己主主主問、〆

セ--
E 二こさ間 WJU¥.3.のは慰問に再JrLさl代玉。の論文のきわ豆ど高吟訳、.さ ll.1尚之思E下氏ザ 1¥ をl¥¥E Ili電三ましたTJO.U

• ~)たしもさミて? ー烹告さ L~¥. . 

を?の ct:フに干zr金主11¥7とか、琶のふたつの戸事1.良えきど.4宇震と浩之 1l"、¥

才いご、の まTJrYで ょエ.

通認 Eツミンオロコ‘文 d 等三号ペの問さ令ミζrd-，スEもめざし /:::..0

豊三五 L n荷主互この :局主;の 年示室で‘百三L，~ある，必守7ヤ~fl三か ι 可;、ーをくの人をのE尽に ，s，~札、ギ乏帯夜マちで七J)リますulで，

告宣の者1I ¥て ¥，る」 うに火、黙 l三よ「 之震が!I¥.た tラーのさあの円建 rn'，ごの34h文折、ゴ.;t~‘ 互に論議之を~ ;5::1:;のとお、t;.~わ ~tし三ぢ。同士し!立，

百百をこさ 13TI討さ吋t~の /ユ，ネ金古r::;ウ対長と~る。5σ〉 汐\~‘、うか訳、，TR.iRi. 10 ¥.¥¥.. 10 L/しに tたらした貢黙の丈¥¥:ど に注目ず三 tのさすがと¥

主生め県岩乏に享芝、ひを，螺 ;定的主iL匡り〉〈自京本，♂や三ぐ、三;a わり言言:豆す}わけに口 1¥

τ1ア

酉

'2二にrtt拘lずぺ・芝聞き~漁1ス・かくさ似て¥¥ ~ cろE.

ての~ '5予も活けら υ'¥2:こに事宥55の詫t者!と lをぎの Eどすごときあう.主中，(古;".f)¥. 二 4ぅ詩辛子.EA"すミ建血さず pごと川町、，

左原案本

芝
山

'文

広
'
識

と
'
の

・f

百
'
ニ

き三it!:.ん。

山本訴交の 7キ色 主 党主主 ζ t;-，ヱ手背広，一一一結局のとご 3.あ多。宿すこ之としまos". J:J. 12:.. . 

上掲の山手持丈乏， 卒爾と 11フときにほ

評者と I~ 均たしを，

持s女の民主党之と広ぢ守乙 e@;しつ~レえ再建fこ!gみっこうとほ‘か・リいうとさにr.J.， 

をυLが、はよのよう l思五椅《基本性:r51こぱ LZJ子tr.'k.手nめざ‘あ 3/戸¥ことに L ま Lょう。)いうわたしのこ の斡辞 E， 

之モらえ E 之思う。て七局号フ予う色付フ忍〈由史す3 土こと l手.
本

3ドコド

1. 拍車 C乃魚EE寸の点さ-t=-，

決葦~ ~iラ 1\の，苔芭剤、主平雫 lえ究 Lてきた

芝め 7苧業 OJt;つをこち卑い拐、J十/二L

11、死守主持 11この 論文 0..立t立と?の舟 ~t云.論旨歯攻、何周!iil:芝、

s 

p 

L 毛皮害F芭 φうパ、きものさあ 予vとの論文の古足首ちあを mは，

ニ ケ ー ミ / ぢ 〉 σ〉理諭の 7三勾r-.

以安 1¥<勺i;-OJ輩唱が、，

F ヂィズコミコ19ケヴ茸ケ月 ，りと‘βー.~、It\ eí む

二I%l/ユ，候 1)17、

こう LIミ点 f去、 .

たしがだきことが D

亨~.・苛 7ス・つくぽず下 ~~o誰'0ちれは‘ ，

この輪支のた

注、

あらトb~:凡さ CÞ'、 9 ，として」評価さ U'- てそ~定:' 1Eリロいのは .

ιめくぐら帆 ζ /1~こど折、MG かた‘ー ニルtIJ. 

さらにを lH.l/.<向 ιろさを簡芸員風ち色め 3尽とフ

l\ì.尽ど:・の 思需のフ éTt 室協 εペたt のさ‘あ三五っか.~魚t予っか1J. 1\Q

いち開発才抑制、てーをL.

めに同もさ H¥.とでた。えし帯、掘にあたいする。

セし首琶凶手の主民に町 IIIH) ~札 t の~彦ら~'.乏 L礼~ .L マトし

を仇を、 U¥の今回 C乃=の稀支で‘r:J-.

主題乙 tて叫建立 l1¥..

2 

この前文r;:J，その曳眠、廃C乃高さの点ちを，

定員題点芝碓リ:tげ 3 執間二~ ， 

ことに見易む も の だーといえ五だろう。

ごLt¥以lニ論司2・ベ‘さ二三時、 t うをん危に残、って

評芭の出 3幕l玄，主主

1 

をLh.lまち，といフこと之さあ三三。

この論文の Eか に 広 .

1 ¥鼠， ¥だ.ちう.



人、

どっつき左~くして山吉ごの潟支の「盈絡む.I ¥くつかのZ軍自がわ，らヒつの軌を包向、ピ U‘ι たどr:1-~1ラウ〉ド大さえ箔芭なことをあき。

一一-1;しろ.たんに表直的存ぞので・あ 250

えモニち~ð)リ事ミき・~，

1手，「者斉さ」あるい広.と1¥うニヒ.也実時告に三まさたち-i::c・司た，B、たたら"五百枚、‘ちU¥.， 

芝町しはこの誌支11'¥をし問題あ Dヒ亨m.任，二~¥. â- ζ、の茎賀市必ずし τ有用 Eさなくなミ~，ニt)¥tJ...ち交の前尺島ぢ ts.

t..7芝、ろう。之¥，う二あ sた1d7fir函 tlfri ')担<Ia.がはートをして‘¥ I H)ほ・-eロヵ、ら A 之今

ちう少々君主回 ιてJt.J:う o 3主ニのお支のまと苓ゴ加法について，

芭争皇室主 L2 

と l 、ぅ ~æ手さ t め;与の?ざか「コロ

ヘロ=r口 仇商品 たつき zと fbUしてきた

7J (¥ 

手干M': i玄 E三足袋~之の戸、たつ二Ot~掃さE 広，ハミ占うフ 1=.と I¥フ。吾首尽 107t来，

とこの明白r;r...とこちかt、，の雫取のうえ!こ，組みたてら則之 l'~c 

ハP 干口の通告主にTJ:~\ L. 

IQCち{ぽ♂愈哉乏とづ之 1¥ 三子ロ1¥0千口の碕誌に聞'0 ~ C乃務主全住t;}.，

ベーこと主主ut I之代志二rU¥ ~と支う t与，

!ミ亙結亨三た-付の，

七に.ヘロニTごめ主宣告包め註解にたてら LI1..乙 1¥3.。f科歯 d ワ密I1示、た品，

口の J由誌は，

季実 ，

必然往左e" ぽー酋芝めぐ‘~新約酌E 芭完投〉

弁吉正法 ιl.

単与三5実務以上めいれを εっ-Z1¥' て.このす鳥文たとう

て正品目た‘さ lHた主主世(7)tz!.1.. :宍

初11担沖等5当主主 にあ

に Jっt-+e3'e.¥ ますZ・.と 1¥きOつ3 く l¥ 三 本 的 に ，ヘ。子口の亀誌を高専問す dr戸業に工，して，ヨ芝p C' 

自 ら .'ろ丘三ち'2..二の}-¥.ed.e¥11¥‘ 

恒宣車研宇E から~(:;拘たのは，

きあちけしれと、モ，こU¥~ミ・のように?凶.:ï ::l LH ~こごの庖品ヒ，ちぅ董童たエ，ゥ Fミf

σ〕H..e~ι! 

今固め b毛 持 丈 l三方 1¥ 

窟也q こ'Lだ。三4 う江，乙f;tミ1¥t......， ~ぅ o

= U¥ I二三，ミ皇茎今 t故直しR 三 17程主主主、(国許に，斎めにまず tラ台、王 L~n. 芯(\ 't?重富島人1T"・々 守口ひと広.t.... LP' 

匡かたち h三1'1工一岱弁古:E:)'ZC乃主建訳、息 .務育委こrH\ て l、~)てc:.~‘ を ~Il ~ニ宙関j) d作業 r-.て.の荘昆古;，こっき 3 と~ U¥たから とい勺

福主史ちえ た ち ゃ 初 頭三世工一岱提出.。集~~す 3に車ヱたすちことを，たん尽三周え向尽作を1.(¥1ユ.1I¥. rJ， L:・の¥¥ (Hあいがあ 3cろだ13う乃、、

面¥?(.子高前1巴尽のRギリ之ト教油母音与の E主索と訴さ宇 Cろ集ぬぎ巧 1).いくつかの疑問へとほ、立らに，二例経夙ほ.

くらんさ、(¥くた‘ 5う一一法要点論三という P'.

むのを温往左もヲた耗皇室夜定/::J.cぅs?

ヒ。差是さ/;J.ないのか.

こと斥一一合理と来色史めこのを [.11ゆえ，li~~す予の忍あう号。と‘ψLI三乏l1L/J11司売れ，

11 と巴:・旦乏むfj'3;之さ.!手ざまに λEフ吉Z丸、とすよう E題特!こ.ご0).，主う怠かたちで‘7吃際乏

ヒ"うヨハ手伝的tJ..，累~I にたちあえ 31境問にきで，

今宮壬 E玄 q論理におちひ:・7J'QL c芝17¥φE、ヲ之ゆくL.fフ‘7:J..1¥'とれうの壱，

tスJ簡をあヲた"はたしてむ tnlぜ片の 176びリか・-あまたこ ι!才色秀之~ことに.闘い，

か?珍奇で;は広¥¥ ごう I¥う論文 1手，~C1Jた‘ fろうか?

三ヒ fで・ 三あ

広

芝

-
M
H守

と
、
象

二
、
現

A
W
 

速

に
一
主
ち

裂

さ
当芝‘あリ会乙Yd-Ia-と、 f二，ご C方稀丈 I手，

ごa詩文に童か Uしてあ 5こをこ尽，

二爪以上まとちた‘か、¥

に立って今 t空母乏

絵芝言言 X し之社i

H t-lSC'巳rf

尽，叶Lぽ er-l

(国青島 I'Jt2::は〉

ld-t' m /三築きあ 1ずらリ¥E:方 i玄さあミ品。

論理主主¥¥ι科写怠 1¥ L こと~.~.

芝府あて当

当然司事柄カマ

フ~に寵ちに 7温す

色 っ て み L凡日、，

三メL、

あち。

然、の苦芭，

フ}らに直明と隈 3巾けさ1:::a. ¥¥ 0 当裂の事柄 1立，

(もちあたリ z三Zζ今季柄だ。'tJ. I ¥し，

二とな":?:乙勢砕を乙の関偽〈あ 2い rd:;子

イ工之さ~ A 3..。新請す翠と

イエスの(ネ〉耳能性 εL~草‘重物~ ~~o 良主主きの Z主力、で担

当す3.主観性と超高性とか‘¥重く新約酌丘也界乏取らした、すくあ三

て茎nI[ヴITJ:.う言ヰ1:a:.1ミょっ草色し

司会匡 E賀した 0

2こ人 zで笠きて

とす吾作業ヒ.こと f言。ありが 1二つ 1¥ゆくと宅三 2∞c左手このかた，るE什さ Jもる。〉

しきヲた場前，をl..二E主〉ここさ:otぺちl.t¥て 2月3こ工 f三花て寿えをめぐらした蓄怠ちま住 Lt:. . 

r.;;r... このきお支を矛にうと尽のさ 1、たでの志ち.ちょ高包したr.J..0" さあ~ <) 

をの肉室 1i. 1三ち~'‘ニちをこに忍にか、蓋かげ1之eYJ号。 t入，

わが‘ことのように Z臨し之しまうにち加、 1¥o:l¥o

と 3降り.

宅ラ尽や色1わと/手よぴ、之口く怠った島知 E

l手よ〈去、之広<~.，た簡写乏毒舌〉ヱし i と
山
門

σ

広

神
包

や

き

は

弘
↑
↑
レ

良い広，遊 fこ，

自を鳥主II亨三，

斗

この詩文r:J...

b かりや;rl¥d

3 

平明言?あ 1). 実直(!--.J.，リ，

1-=， 

考えつめら叫にたのだけ，



ヒし之モケ，亨こしち不思議さ怠¥， c1 

さ口. 良 .去三与と#託1志のきと魚にp...， 前17<'やど‘s.σ方、? をこに仏

メし閣の~，と京Jt乏あ三ことは:' (fcl. l' l .意見) E::. 与年との関連♂

射的 f三県阿づ、け，をのこと乏湿してー也専1に~す ~1尚一向な E止まえ、を

活きだをうとすろ対みが，恵 三 で あ 3う 。 を 二 l二， この捻支が茎丈が

れるべ K~ 1アごみヲた o 1\0〒ロの誼蕗f三，位のーミ (/)1邑誌と7J.~人で，

新前向忌色厚手図式、の生向の核E む ~1予 ζろを&> 3D 国民にお什三思烹

くと千こと回、ずかれ〕の伝絞に:1. 二の

l ハ¥l阜主かが.ちつつヴ.'¥い1て芝た c7 R.三‘η、ら， べ。子江 φ主主起になぜβδ ミ~;t Eら

u¥2::し三った言歪.山本J:J..，t.t ごと丘、と沈黙に葉広，島仕)とにつ I¥ 

て考之つめ，フ1\ 1ご二の詩文 E~ どめ ð に三ヲたと 1\ う幸.丞C?>J主務

fd. I ¥'込然のそ予 C乃をある。ここに， 畏 :;;iγさ左京記 c。市αtoxy) '2. Jt芯

いわけにlふl';かむ1¥<>

コマ γ ーキりズト設的tJ.危彼ぢ広とぱ‘ I-:J-. 同とえ聞とを仲介

ず 3 宅仰をとりむず点、'bc6とし -Z. さ ~b M 乙丈きB.1¥み E 、 ち っ て

ざた<> 'Z lH J:J，慢ちのあいださ、. cみをらく目玉め工主主苅とほ宴な

って〉二とほ‘刀どは足王位芦主零 β ，恕立したー箇 cろ社主主主主と lで.

λセιろ間持た左支面之 L之 l、た事実!二，ますあ jbのさあ三回 したが・・って.

芭界?色乞乏思表ぢ ~J虫色に， 二とほ‘〈江"l紳 d よ〉広祖史的怠

塩基言〉乏を合う理略す ~tア Jf\' I 有者ら q 中!じゐ伝子ーマと厄;;(1.福音

毛主克. f'ICl-ro九あたりがらはじ‘ まり てコ ラ 静 乏 を ハ て 丘 世 ・ 立 と

刊の務主主潤仁至~~否の. iffi. ~靖首位厚手♂荷主 LI\ 1J."， くりかえしこ今

論ぽに国帰 したと¥¥うのち J 乏tう た め で あ 3a こσ論交が‘立っと 7

εぁ2-乙のパ、たのモラ，董香前，このよ三〉忍主え絞の芝端1にたフ之， 戸、

たたぴ白奥島広設鴎 1二回帰す~とこ 3 t二.自ヂ干の危害左< 0-C'、3 げ

Z い 3かろに!立かなち存t'.. 

6! (，手，この論文のとこ E批判lすパ'きガ? 芝町¥E，吃取りし乙仇

パ‘と治 li昨，こうぎるき一一一二 φ 論 文 は ， ぁ zつにで;-~ ~こをさ‘ JS リ

すま‘，-ifi皮酌TJ-怠伎の盟友生さ{だけ)組連左右主域、し Z¥1 ~、 -c勺をこ圭

芝居¥ 芝♂ようにし?聞皇室E構脅ささ尽く l写ヲて 1)~ J 之"クこと、

5 

ちnかえ二 LH./.j:' . U>s-i tる怠竹 L主左足性おじ弓枠内で ごとほi". i!t.男手ゃ，

茂周や奇異~ft に度1 す ð 主主向江命毛互乏たて cまうとして，\ 3.. と f'うニ

ヒ。 l宅令. 音吉 u)っ予りに菅直し之)ごのま会ミてたユ， 色1続的む 7枠組

恥 が ら lλ JtF-!.‘しにぐ 1¥、 く(¥.ょっと苛 3 ヒ，!d-み泡、て 7J..{¥) 積三三ε

Eフ之 I¥ ~ .ということ。苦し問題あリt..~ l1t 0;' I 芝三た・ 5 う.~

評言 lユ浪人さ 1¥ ~ '"近ご、三う思ヤ.!)cぅ，一見要主出向Td-切性.たと乞口

Fるは臼んi七之が berr，"oi♂げ LÉ r-.j二五的問とす斤{l2rl~u-fる仰とが，

たべた乏 i三()eヂリ立ゆ司と韮 ι人ε1¥三J:う民主主中/;;1.は怠ずら岳

民同な危慌の国 ι3否あリ. ヨ 一 旦 'YN' E. ミ主 q 馬罷がら7:J--人百三犬?

とむ‘たたぢてようとしz.. 霊安元苦闘しご"~の JTε. d) a 0 1霞ちの戎色

にcs-.色 lユよく ~b が~<? をの吉 L苛十 I手， 色7程且絡したヨナー口、γ 尺 ζう.

l込黙の吉 L'#だ o L 力、 L.， m ltL l/)汎 f手. 乏の王室 ι Jt-'Eど‘::~むt1-っす

ちあえたま、 4 い の だ 3 う o

主Z醤tJ..• "東支E写によ三表理論には.eJt&-パ‘さちの1]:三九三“く 2

Fl 24-丘枝〉ときうが，克当 1こをう走与のだ 3 うか ?σ議~広， 出

五麦児三角1::..電長持ないし昆 elt主外輪へと;疋畏す 3拭 bでゐ 25，と

い之さのぜか，三う'0 3 こど/プ議 J)ëf;~ 馬特乏もたち;})1.タど、うずぶ ， ー

徴中'Jr尽府、 F亡、 4 本芳1のゆらいと、こ 3tユ， !J左ー， をφ掃をつ苛つあ之わ

Jさにあ三LP 

をのため. )究苦手で， 二の持交 じっ論理積i乏左. 島現弓さこどモ類、み

之らにつづ・く持号， 主主。問題垣ド干左干たりだ雪之 Lょう。

2 ~ 

さ均支の全愈広，草茎世むアシ Tto(-'，誌童左ー直能に広ご.(<!-ゆく。

婁慢に j手， 三二 ò) 勢五互G: ~3~' ð-と哲也しており.主主 σj 惹兎たよ札

伊 i3国富えりー1 ヒ 11 つ安当芝ゃっ之の庁之 1¥三のさあきか，茨室主

にと土川と境づ‘か τt:i，¥の lユ， ョーをらく惹主主-tI'¥1""持軍の野立ごにー .

m花 J.bzデ 11¥..α 可能性を色。てl¥Za-¥1ためだ‘ をこ昼われ三。(，因み!こ

重差広，沈黙輸とときの 関;主主?三千 ーた弓FE?三そ~図にま之め三一一J
6 



巾 l*¥.lt U¥; 1}¥"む界のうちに且らまれ 3一一芭界~. "ーヨ芋何事下 2ι r:J..，Hetjel tly::::'珂主こ3をか‘貫徹して 1I~ ここに tι2F1lb E;m.蓋)。dt1.ιた

白 E ペ E乙 鴨 ~一一ーをのを ~t\ "E.認しと.〈ヒ己批の事tÆ-~ 聞き，?主ELD 〉ニとに，

住専主をあり斤作ヤ地箆!こお門 5L'.矧::ffc.t二，色大の 1夏芝きあり ‘

と方 Z く白号主的怪良〉くHu.q;乙r!)あ~ ¥¥ Iエく包質的色& Cfoiドr-

ヨこ L 之毘l¥民、さ MしJ弘Jユ・‘芯"0uぃ予の也戸川〉くiYklf¥ωA・-Pll"ij) 

さあ:30 2> q: 6 Qι1f'J-lq) 

わU'l トfコ}九プ穴‘毒奇怪 E ち。て世界の怠かにあ~=三t主対すKと広，つまり.

っさrのよう怠さらた，不~にと t 芯うこ乙をあ;;らしい o

芝山を蓑fitけ雲足、ろク:会己」主f1.'， 

と f三，

< .:;~た号1t35与〉

九

¥、、
ー仁 子、 、

、¥¥¥手

商恥

く室長bffa!> 

主話

つ記ハsible広告ののニ主の契平気，昇ensìb~ 7J.ぞの l手，~-一-この三回~，]ζ りの国

のよ導sen.tぬ，，"t/ sωsTbleペC万吉T主主的怠夜閣は6h;scer1ceラまリ

き fo.怠 t¥ちのを Iユら否 o ~ CP.lo.Ql J!;" -tSen~ìbl~ 動1<乃怠か lこ，つぎ、の d:うE酒明江t和理之守ゥフらをと')J1) ll¥. H) Lt¥.， Iユ.二こかち，

1& ) t っとモ 3主主と ð~ 哲ミLEE、下号、寸ことかさき芸た・ 3 フ，

乙 L乙ヨドオ赤色五在えさか・.基入さ tl¥喜 D

ヨ手対官、決定之よぽうと思う。)

まず、，乙1l!う o

sensibJ己Tdt3-のず，受淘 ι5忍ハモEのヒ/ユ，~ensi'bl e. 《この，じ〈下，〈こttt~ :t平歪}ユ，

ìd~a.I fJ.εのさあ 30 >> Lp.1/ .RJ '7-9) た盃定Elaし之間 1¥ 1三鴇矧l怠事支きあこをこ Q."t};‘¥フミT、ι.

r)D F-し..Je舟毛主ことほ・r.J..究費招ざけ¥~一一-tJ-~ 広ち.芸ことが¥

入閣の率主主廷を三にしか麗しよう♂芯 I¥ ¥必 然1 ¥うてみ lhD:"， こは¥f二~.令ゑ Lた「悶た L写 3に.:$対帯ζ左手tラゆと LZしまうから。二1芭，

在意3号の金日<.1立たらく oあらゆ~関7取や運動にとって，~まきあって，車焦点 εある占うtJ..

自己主玉井仇常匂lだ。写4t=.

を U¥.Iユ，J 1J-"， 

事容の直子在住が幸弘開す三犠

一一ーこのよう怠磁止をを，

事態(7.)，7ff"f急住さはあり之す¥

1d之さ高をふ〈台。

人習と l手ノこの頃箇l

E
・E-l
i
t
z
-

'

i

s
-
-!
1
t
!
i
h
l
i
i
l
i
l
i
-
-

• 

Mムlイr性 Cろ忌か~.

和会r税策弐、 C乃特段~‘あ「芳E社称」と L て程史危fヒ L ょうと亨~ cろ1]¥'. 

二の来たす芳仁'住民、，

=の革主事仁‘rJ.必尽きð&~ゆき乙1::.

主観3主肉琢芯の対主乙才 Lあた 1)• Eだ、乙.
。

つ{F主主民ビ豆りつく民「めたし斗じ乃島立 E井手とぢ/{¥瓜:、'

蓋首自虜0)1)う X こ 3 E:ミ!¥¥て， real / ied.eaJ 乙、この論邑を肉付 主ぞうこま片1ごい Z{;J..対立として〉す E めち.L-Z 事"2あ3一一一

?主主塁 2三払、ってあ‘こう d府r=.，之あ‘二う orrし

この非社幹聾E式、r:l. とのように庚潤す三のか? この疑式、

二とほ‘を柄数づ、 fi 3. ことか:--CS: 三T 怠く之 Id.~ ら厚\\だ 3

さJd:-.自うちの喪者三二とた主e市 子く，を L札!ユ(J)‘乏わヨ怪セ1芳Kζ はt:tt::沙?

の高として.キ忌をU¥t.末、.Lまう鮭 喪主論理化 ιたを去のだ伊¥1:;.とさとのか.'九二Iヲて

フミ予のように富ク之 1¥3 : 

8 

民び対杭イ℃立Lt\~打首7 芝うむ o

言戸・園者えを指定し之 Lエう.

fず芝Fトコl{L正之ミラ.表現は .F院や表現Eあろことをやめ，規泉と

し之あらわ tn るようにtJ~だ 3 う。

三 L九に坑 し 之

尚孝広.フ。

7 

λ間 α あらゆ~否動につき壱のきある Z 彦え，ぞ7~

Z.I' ~こ乙 lユ.つを仇甑何巨庁がらさ‘乞問らがだ3 ヲ:

藷 ιEことまらすべ



~一一言葉区.危 1) / 隠くという色づ、片う~ (n.Onln1αble.) e-句め克

朗 持 lて，不主事lーにち昆之己I¥t:めく，dee) E広らで。;$> (f. 1/ .Qi. 

5-6. ) 

《ー一 ーたを喜安広，をの非付託左在民にまさ h、しすすめ 3こと.

をして， この花対称をふ b三ミ三格塁塁怠ロヲ‘':;7芝己 1ftた周も

す芸こ とに.従のド汗i'Fと)手巴虫1)j" ~I ¥. d 1a菌 兵1急対・ 2ら:?の ~Jら~層》

Cp，62.N .....， 尺ク-2..1.)

いったい ，箱愛広ロザ v ケととユ， と の よ う 7ユ壱めず? を tnkかん

f三 人に いえ r:J.'¥， こった'言う一一芸革、にほ.が7:J.1; C}.‘/ι杭砥主主7ずと t

怠うだ‘ 3 うがい，を IHfユ. 1国'佐がみ可。かちe.fi夜会す zめに.き芝左不

百ピめ契事長とす 3>11、らさ‘ あ ~o をこぎ当然 . 2きさ主を L ゅ八、、~=との

主主有森fd-.J 人手に1這i主をスきく}巳じ' ~円、 ，魁á..c;，総合 é ïJすとじゃがす君、

巳 7ユ1¥か。乏しでまた，をのJ夜会主回霞 Lょうとす o 力計T7必ずちって

t 議〈二 Id:たち〈の~ . ち哀をあぐっ Zê、お 3 う一一一。主主言が; γ本

亨-危煮、 f二万うとしい札つづ‘ け~ .

このよ う 瓦‘ 夜廷におけ三子亘， さすζに抑 片 3寸や対でに とL. つゴい に

むのよう存 文 字¥./7=' Eフ :む の だ12う/ナ? を臥rJ.. く往生的広〉関

1事O)T;J.-かさ足官、芝山 f三日ミヒ¥'O ・ここに舟三白乏と町註良、と

して. あらI-hれ之く 3にちがど l¥g.l¥o 怠 t・なち，主主乏の佐高か;・「主主ム

をざしし h 苛とさ.
三 - + -

5~(エ， くそと主的己〕開1%か-臼 f手と堤えす ?-i土

大 E. 当この尼禾下手傾向1Æ布。とすき!手 d)~tざすらさ:あ号。

〈一一・二の非付税の政にごとど，人閉 1ユ彊L実の仕か ζ、自 t 芝草[1受

したり哀切ったりし之L.d:タ湾 7をた立のだ o コ?と件ケ.220-P. 8え1.)

〈一一一物援助活力 E奄力尺らしめ，たフ5周跨に白己倫理左邑己倫

理たらしめてい~の尽，自づ与の高実 E 自テ7 に知レて牛E的~く

す手付蒜 ζ a.s:ym 乏.tc~市氏4乙〉尽 t の〉として自分にひ芝 εp さ J臥 jユ.、芯

らfj..1¥ \浪、お付~!J.のさ: Z再三 o コテく1'. 6 .QR/Iー/ヨ)

斗とよぷ‘めfet-..二のようなl国庄の飛台のことにJa.-lアBら泳o r-私斗訴・芭辱♂まきかさひさ主主庁、以之あ会ことが芋珂庄であちのだ.

〈 ー ー をのよう怠邑葉壱， そ~ Ut1芳雄がち義主たを丘、のよう芯或直に於

て提1 ら}札た iJ、 ~n う具合性どはRI\ (乃若のとして，つ zり，私を

ちさ与主資とし乙， 主語包括3 ヌ込に a 吉壱~、二! ul芸をニ l、う必然T主

刀::当のJも')• 聞く主俸の箇Jtこあち一一一~ (/>.6 Uミーり

~私官、話予告主主/d..必q;. .払 E 詫ち吉葉と主主~ -._-- 私広，自ら

さ支芝ま亘るや~や . 誌ら ~I~ F云私之 .~っ之、音色三私と品非対2たの

関節に福三尽力、 l手7手1¥"2>くドワ ..Q.QJ1-15") 

〈一一色ヲ主 f手・ー・・私と世界 C乃 開簡 E二重の契夜、にひき，干支くことに

J って言葉さあ 9，また私と(::1-，このこ豆性にひき裂か ~I¥. ， 広

ち~l.(したちのとして.ひとつの具体ぺ主芯あ~..~ CP.ワ !lQ18-1'l) 

こ の よ う 尽 自 己 令 夜 貯 忌 自 己回ーだ， き衰の成金f二， lこくに顕意志・

あ 2L， と" う の だ 。 ち 衰fユ，/....本助広主是主性であ izr私」を. 1三三こ

こクしたぷ‘主主性;X't;j:たらく 5 ら，強力と実~~奄力 Z 力、，自己倫理

くもマ約束の必号々主) 't...i手・魚、， 三どうしと宅芯てきて Lまう‘ と主主吉丈工

、いってい3-... くたた‘ L. 琶百/手，二巧~魚住 OJ If.;降伏向であリ ， 首

l二ゆえ必然主こして戸、~まうのかにつ\ \て， 句 陸T ち詰っ之 ~17三 1 1.，.)

こうした自己の曳開r.J-. 宿 高 の と 二 3.. 色己倫理一一色己の語っ

疋二三1::..現実 α左手がで聖児しようとすきこ之ーーモ ー不可たとす

~だ、言う O ヘロ千口伺詰ま芭 Iて蓄が Wしてあふ盈リであ吾首 1史実の戸与が~・

さミ江い二三こ lι 虚構の Zユず さ 実 見 ミ q¥.ð し 11、 l手\\で五ろう。を ~t\

tK. を白 2さあき、と宮古広宣う。告自民 花村帯iにaJナ LI1..7三ぺ闘争、

共事、モこ/¥むけフ. 自己2守~ .{>ト 4今度$-n~有之さィιι たe:のだ。

〈一一ごめ盈毒主(註ーへ。干口の商事三) fエ， つ 1¥ に自己結盟E君 主

zTd-いん厨の字1iT忍左巧リう写芝盛寺にとフて i 併合主とし之の毘

哀をの E O¥とす寸土工ずる=ヒ‘ をの件担!にもう Gヒつのく]曳烹>

9 10 



をの 11ミiさミ主主に "d-:rγ Z判 定J-j:.， p並行E1Y尽亭活として，二 Lれどちょっフま 1)J足喫 Eご主(c.す 3 ことの持7里を組執、(c..し

芝 l.f1-T手桂均株主こ I\ク関係の二言n主 é~ にー帯、弘

三1I¥左足念酌 7ユとめの簡¥1¥ピ主主白|して，

をす之， Zこと，

く法今主!準作主ヒ ーしての砲事長酌-a-交問 1主:固定:? (~. 17 J.J9 l '2. 知ヒてい 2与のさ;ne。

という。をう主r、く今す 22二ミこで汚リ.

色白型 φ吉矢容易 3ヒ 1¥うちミξtJ-'， 

?すまえめち.現気とし之あらわ仇ミくらことに苓

主張ヤ?玄芝生完封~'1、円 5σ 広という与侍立グ1貝母性E:lI1:Qト手 3ことをしが為リ之己二ミ〉

とづ‘〈二 oこと .い o ヨテ ( f. 8 ~ } o -2 O. ) 

事!主のき't主酌なヨ手対$乏自己疎外八三王たちしーf手，ぐ告回〉〈ζ

FLVoir) >として対主ざゼ so~ じp-? s.，e2-3，) 

〈ー一一包白之江完投という星芳?の目包竜π乏E主体しフ

今11!2. 2tJ -T /2.12ゴ)

二の き岳と 1¥フ事/tその特高 窓 /，0 うド v アス/三，

ひとりの喪Z畏琶のことにむであ宮こ之ヒ対

〉ζ
〈ー・ームt7.をは\.~聞くてま1L~否あり，~主五す 3 こと jて，ょっ

を~\.ちのき乏~，

註L.， 

4之・ーーーくuiη 〈E汗弘之肌lミ主でをくす主(.skeXLW..liti)>として.劇団 E

万人の皆、主的当誌をこ Lて更

トr とらず‘ b 芝之尽 1\ 一一ー~ ep.1ケ_QJ2.B -(0. ) 

〈さき之助芯み三い/:J.;主的江主衰の矛邑}ユ，

Ltlを手ミ良八とらきちと-e::.~ p: Dl:l. t二、フ誌ち吋¥3

持青瓦lマ口 -1レの二とだ一一 'J?

をLhち の き

衰のl1 CJ 源泉~B'あ ~o ア乙p. 19 .2J../ --:2， ) 

くく規定と広一一自己互支タト乞いうフi圭怒号メヴ7二完ム三;ErLて 良 介 主

をのまま.主衰の l手らる

r=.rL¥ ヨE均 株ピいう査をくne J，.t't/'O凡)1J'.' .主アrF-T'J-J.呈急的怠木三事τ

という対抗 C>ym~t門、~ue) ，1; ~μlユ-~j{ Udentirf，) 

じp.IOQ1. 9.-4-.) 

〈

自己白鳥三乙対江す~に至っ?と表1更の二とた与ゥK!; <:> ~ Cf /C{ JJ. 1ft. 

/主壬'‘をあミ」

\と服、 fにす~::とで五~ '" )> 

奇ぞzえで・あ舌三とを夜、 ι

二のよう広色白 fこ1主ゅはに

をtr¥献表現Zエら才、3表提‘

ヒ 1¥うことで、ある oて¥¥ ~ .sうる表現'{e.'.

ケ-q.)

告自の~~量とは，
国語吉会(陀ー!ijio)~ s主菜、と

E訴さ't..fð. 壱の戸さと主主主シ~た‘ 3 う。

二のよう D色岳 の 7ι 力=;<:‘ムの令下7よ工，

して1;;-，'d i; ~手設の軒弓更と

むんと、ん末吉く芯たん註念Cろ廷がにう手十ださ L九た鬼長r:J...

つ(\に尽佐念~ a-Jt-っくぢにいたる，

て

回程前、首.色毛主時、のように.百岳之 1¥うJ呈手えしたi豆計7の与がを，

うま ~rしてくも。
=U¥ 7Jぐ~

て ιコク η が?

ヒ:事えら~~ ~" 

う芯二重の取~' .̂・ 5ち、こっ

乞仙2宇広喜 I¥た 1¥ちし¥¥ 0 

と玄盲 r3;Jtて 1¥3， わけ尺、。

必然2'3-:<あ~.

日、う L之この 4

ハノ

千五じろ材、:えさあ五，

を lt¥o.. 

ろ民.
〈一一吉色 I二」エヲご、

誕のきまのlf-ミ段1ロ志7主主=払て?思あリえた手"<:>ffiちl(¥{::-

この牙t:::~す~é対称八と昇平為したときに込.

T三lユヤ、

ち支ニ乏tJ.;，弘司提院I怠のマ ;'30

表兎G息子ヲ岳噴 fこ対土工す 3ガー・ー一。を比Ud.・一一色葉忠，

~ 1.11.島各ヨド対寺区という関吟 lこ桧て広ら~ Lr¥ el ¥ ~ために.良与ミ

ヲミ断たく孟 n之J/.l"t-の〉左差むからだ O .

《向放に，

一一ーち詰主主55豆たらしめて I¥ 

土 LI¥ニを 1K

ぐp.nd.1乞イb)

4ζ主事と l立壱 t:J-や Fι:UaJ.tJー阪性 t つまリ業~.玄・現長ン〉

ー一- 14.~l ーな一役立を担う邑案内 (feハゼ戸Ltor

〈生降>~くちまえのさε誌〉のJ致

の牢笥

と し て 神

三色義c司全体吐~. ~JI Jd芝♂夜間と lム向か?一

~ 部t5-の足。

C. 

=のくきれ之比1;:の〉 ε再丘、畠葉I之fたらす亡とにふ

こめる定E-c.山岳嘆のうちに岳己矛Eきと

この内イ亡のメ刀工定、ムr;J.S4す:・自己疎外

I ¥トb底-表党/d.ノ

~i亘ろ二とにd っ

をして.

ゥて.
て工事 φ きあ三0-~午 I1 立J.1'l-/q.J

ミ主主 I二.

左翼怠，¥~告白という領i羨に5 ク

芝、巧:50 

ずな'J?ラの 11'-'五の/，九

して肉ノたして1\~のだ c

12 工工



のメ TT ニ芝ムさ巧 ~o~ ιp. 16 s.Q 8 -}:::3) 

〈主主主 E 主主立として生みつブ‘汁~~計7の『充代性こぞか.'あ三のだ。カテ

くP/b.Q1.)

ニリt1:. '山手泊三喜土工子ーでとよJ:..<2Jtaう。をの同告白 I¥刀、彦三

表更守三 ， 邑白のぜ7Jご芝、ム在五じて.自己主王タト /\罰リ~くしか正予い

という必然性の主孫にあ3，，，二 m主莞ミプ昔、‘ 1¥ J/)ゆ三吉去の泊立千ー

ちヱルくて年l::r..:.三壱のC:::naこと厄.同んがさ・y)3う。吉本性同の主

兎 1:1. ~i色酌己主悶守主や史次世J な芝 wl 位t=ft'表立 Lh 否二工う Z主主用主7

宝 lム， C 00住め Jt:，的世L卑の与ヌ?で〉自己乙つ翠どがねらす並立す d_

という守一色、・ 2あ 1) • 表現がか立ちす7・芝恥ど芸品主'3三首1・囲気，理

事ミ (idecd忍一段11壬 〉 を ク む、と広 r1 Inな l¥ 0 i' L '3，通主八とい

たら怠1¥表現ぬ竹之lJ.eJ-t (七千丈宋)TJI.'珂綻であ三がちこを，芝LhE:.

堤草とし之，逆tr..ヒいう~与をた之ら tl\ でい3-}わげだ。凶玉ヲ益主

子-(3' t::: fd... 立うした毒事埋め三三.，λがな 1¥ ..令長良設みがえ lZみて

ξ ， ず?、ッケ弓豆白木の c主主 1-自己去れト八と!草乙どてゆく氏、尽:めらと

e1i L"主主がみつ台、主だけである。

表現j戸白うろ岳与戸汁立すぎことが公然百二ぁ'$，.J:;Jらん1・1 乞れ乏のリ

こ之~二と lAh にきて7、らうこと~.あり，つ 11 Iご尽自己性を放衰ず

ろニーと 2・ M 言。 ζt史子γ 自己主(9lー/\転 fとす 3 ニ之/j:.込尽きる~から.

ーω

ロヨ611::1-古.)

だ~11ヂら.1-e夜の提言す雲 L ミ! '.込然(==吉1疋ー〉臼あいだき 江 1，1!!1¥

b 玉 fこささることと"之!手、:

¥〈坦長のモた fJ7J可くま主らL(tた ‘)rり二千ィ〉をこと εに主d-W¥. J 主主 ~t\.

í-~巴さ 1.1'\.つづ‘ tt 尽1>\ちを予 I乏して主主 fじ よ!' IH ~二との尽 I ¥く射した

1)了 IJ守-(>ー一一・ ごのくま亡したり了リ=r<>ニヨ，わけに111

ltlO) SehsI bl-t乙存一服性《魚、，す阜市ち. <日常 4仕 >ζ・ゐ~ o :? 

くp::tb.Q.Jb -P.2フ立/)

〈一一ニめ I}?り子 f を今日. ~くたち[d.'C;、のよう己問問庁芯き烹

r.::..;r.. -:>てち壬えれ包すことか・でき乎 1二，ただ‘ふと!)o)主)15吾 と し

て耐之 ZH~ だ片足手のだ‘。》 ιp. 2? ...u ~-Ç-) 

蚤五l手.長 l\萱のりの広之に，与往左足位したのだ -tJ~\ (ヴ重の図司令

原〉、 泣け¥t;S c広やどのよう怠続安1性老復ちえ oC".暗闇否うずくま

7 乙いきたJ什戸三、。三tU¥1手. 白かつ丈 t7T 忌 tケの~r:王してい~のか毛し (/l

TJ-" t:N， ち王主にむら o"舌 L計 0 tJ惨さ予乏芋ヲ Uてあげ‘三にすず7d-

l ¥ 0 

邑三ヨヰ EまぬかけLつ/ヲ自己 E 保つ Cろは 下茅了従さある。したが勺 一 〈ーーヲ之容とと/ユ，邑己疎件芝生o'tつづ、什 3主支d).言葉自今の五 -

Z. 表す堤富 fメ‘日Fて と 殺 意 し 之たたかう怠ち. ~王気 E のか山三ことは L #12¥.. ~ζ尺ヨク.R.P C(-Io.) 

をきたL(¥<>をの白l吉正が'Hdld.eHm ~乙 N/ètzç'ch .e eあ三。

〈聞隠の二喜三十色仇/ユらむ争当E怯一一ーを lHに工， ~・こに菅品ロの弓

=σ ような山本の表現気仁淀黙議1) プず示 して 1\さの f立，表授の~‘ん 一

誌ミ主 Dきあ V. ~芝rI、見きあり. 自己房、タトのぬ宗なさあリ. 自舟きモテ l生 “

さきすろ尽が芯I¥.J:う怠，寺名実た五北?笠ざ‘三f;'3 t) 

こうした謀議/手，首\~主っ之\\ ~ '"すく怠くヒ老亘厚生島に，下をう盟

わ U¥.~、 Eちろん， :>:;之U¥.(jト詩書正在九1a11れは‘主主ら存nかぐ。 0.'Iユー ーー

嬰f4:-aクf二， d'こか・L:.'‘フあ、グしいのか?

! 、

1 ¥ =rt託 fゑにa之玉。 7三百・伝ら表安むユ. 芝U，，"白勢 φ 浬訪lにど主っ之.

をの，ぇ須の-J%待た五た音色としての主要E疎外ず3二ピさ、， 自

己自与 と対立 L 之いるの足、力、与，一一一表現よ!-.実現左喪主弓J三ら

しめ~~壁新どs;en~ìble / id.e.:J の非おn)芝解除乙.一六を己以

のクトに?却 ι~ι. 及会トす~ 'i. 1¥フ形 ?!lrtt営ま以左手 l、-一一:;p ( 山卒表現き請が・寂フて I¥ ~ . 之本祐敢に25うた勾に/手， 芝川!ことヲ i 

工3 1斗



工区壬誌記一 一、 f M7bi--一(五五〉「
5宅ミ オ1.

以eALla-一段怯+一一一 一一ノ
をうd)-

をの~it.ロ今九 j三持ちてかめ~表産主主義 E 用意した与け汎jま忌ら芯い σ

山2E::友廼締 E時決2円、、 汁 s4;1ち0.'老乙ごみたいのは，こしに危 3かぐ.

ヱこにがくを1.1'¥主荘主の 1又;'1¥かfJ-~ ':i主・虫めドゲマさあろグ)tJ左理主まさし，

タíflι 可舌二とさ巧~ .， 

，詰3.弘、
ち支(表兎)一一一→業向デドι一一一一-門戸数=可、

， ¥苦歪宅;，!T工E:'tム/ 1¥ 

l堤民 法
Tc¥e.4 G--括性く一一 一 一一=告白令ーー=、 ! 
神呂初 段耳タト ~ 

×色己f奇E宣モ一一----.1

〈不耳貧乏・ー・八巧巳φ高話〉

芭号室におけ三〉工〆年片手午託が乙伝に，

る，

ヴ‘にし力、見出、芝山特定O)~ ース八。ヶ=子ィ1¥う Hさちユリ乞，Eう、う

をの 主〉なのどG乙 1;]:.. あ 3 主~~とらG.n l/¥.JJ.'.， であ三Lcロ1¥毛の

三宮司主食 ζラ限界乏時計二え Z

らつかす:・た¥¥ :5 1¥ '3 のように c・ち

まして

コヴ毛リ

人語三.!)に互11~こと告白い ι.

いくこ ζ c;主主 1¥1ど 3ぅ。

σぅ江角、ごろあいだ E1tミすまわヲ之 あ:( I\~) くいら時 l~とあ‘ t フ¥¥ a 

麗五:王:ヨヲJ

:工."r二あ‘竹て.

正作者長二玄リ以肯11併さあ ち o1¥ だ!dム，

不可宣言子高 bo---￥の回蕗I芯，宣芭 Q>~併ごの論文/:;':'予T~ 詰まリめ 7唱芝まt--C Z\\ ~ということ I:J. . 

出平手ミ克論の巷皇国

売ニヒ l、うこととさ、

~0 ド予マ芝租.4fヒし話、 !J þかす乞 1\ う〉のヌス

(二rt:-ø-付 n~ Q!吾首r;J.._ '使。子ちと、あ‘リ

ヴ‘怠りト工乍マ忍リ問、ヂfさき豆ま う

二う '1¥う虫色.

をE.O.>~一之へ~7 子イ

あき。

fZLザ主主切ス室、さ ~3 モフ O

表芳[，0 自己互主金トめ l馬耐として.議L長rJ-.こ の 詩 文 の 務 理 置 隅 Z : <単に E毎1ftにたえる起/寸さ一生三"EJ)'之之 ιまう刃1毛し きう刀¥ヲ之

守語己主呈ζろ耳更定ミ X し之 Id，

をの忍対己、 Cろ

三。一蚤::t1 ¥ゴの局面でふうやくあらゆ lj¥.之くし仇i;;}.¥ ¥ 0) 

主衰.〉芝山 tJ‘立ま!こ惹買の非対析、1}:.'みつ.~すき入ヲζあきレt広東1免fffif3た酌芯主現性義7ぴ〉二号幹支そク畜宣めドケマt:J..

を八ダ3くJ、ヲ牲と権力の自芝夜会ト，告白，畠E審議豆豆ノ定λの J売事-，f-I (，.(5-ご φ 会主之江，メく?ースハfヴエ干ィ

5Crl 志たりのBfif5.定的主浪住q 自認臼結論主主反包し，

才jtラむさ下:ある e

ぜかわ .ゲ r- 血 1長ず~'"ヰ白 E主〉

- ・}

ー .・ー.

と‘よt(J.¥ -Z < "&， ーという雲乏ー最後巴苦乏軍走 φ かたちで表現八どさし号乙，昌生産していち

取りさ、あ玉。

註芸員酌 Tffr'tラののま 号~1夫、 . 茸主辰 Z よ lまさ fてきたとす旬、ほう

茎率的耳障民広をの之い芸1ダ，之工芝しい 3 1¥ '3 

1;'し，思 と ご ろ I二あらを胤且と‘、のふうさ， t二1，之に温左足Lい。言、あ 3こょう

あ :Sl¥rd-芝Lt'¥/と表現ピ用保に〉のH昆存I手あ‘芦しいのさ・rd-怠¥¥汐?をの1良E亨T・クと(，fJ lh.てを之 1¥~cろか?

苔ミ突に当さきあ 7ミミき」ヨに亙 11)L!¥30  

すます互に彦之らけ'¥.<主ホ・，

一一内田〈昭三

島由とに 支Il~L-J\ 7ミ註

宅こ ~I\.に往してー j乏の cs: フ彦主念表戸手乏 a

z. {~7:s-z>' 3うが?現売の官芝会、fF.、必零詳の

一橋爪慌の用語法芯に~.

て.支だっこの議支 11、・竜之と，たどっ之 1¥< 

こつした浪積駒市ι，、B
ノ一一

一昆をとらえ ð B::>;に問題とすバ芝府、 1夕、あリ芝う 2・、 あ ~o

を二七t.u.:'‘，「き主要ミム会御子主存を?布告予さ抄銑乙たこの論支の論理穐哉、を再E匡まZず3 ために.ます

を lハ ~Þ- L~ . 

同

査吉の I¥フ説草をた;...，

拝邑 φ 嗣 1苦、吉広Ia-尽:'t" ~土念最長 J に会才応す '3- tエ手きる 3o ' ¥ ¥手.

16 

とふ人さ巴芦" c..之1¥3. <" 十社全堤民 J

lラ

モリ¥.Eじんとつの図表にま之め之J-t-ょう:



と Seのヂ邑ぴつきが‘祖江の主要 E什して j国.sA 主古芭界，混こを，こう主主 I¥tJ、えてt:<:主 1¥定、、気乙φ 疑問芝，況にこだの ら 広 l、とすけ1降、，

2Jろヲシ"‘志のしての三位1羊 ιヤ φ 記 号 と し て 切 り 払 ざ 臥 で <在建 E/"d-じ Aって万九、江たむ L~. Z う一一-~ミ負と持主す 3 こと芯く.

表現損d長の帯主金dユグ ;， ， ~く回日守?ワ:玄8 L 9.22 -~qU J.2] ) 7ミたた¥¥ 0 "F-~ 3:う β?t て 1¥dょう弓規矩，

し之の芭罵とL cの私と私の肉くch..a.ir)阜 住 之<c-一一色 2主主:.td-. この気丈 a 慎野ιJ)フちに l民めら ll~ て lユ\¥ 去耳乏堤震のようTa.f3.の l手，

-~ (回[/のワ:~<3江 ~~-b.l)との j電界理長之さあ D‘ をこかちノ山本Cヲ注fュi二の占うに問うの!二}../互いのだ 3 うか?

寺淳首ざ己売り，現年と対夜之のくす左宥 J電気〉〈長堤の中 I\!!更鬼I~玉、一也、丈夫・備さ川きめき!ユ怒れがと思うからで‘:f)3 0 

た与弘巻、い ε孟した商亘の回照的存形魯 fじで芯け l札底、悲ら7J.ぃ。》

(目 t(qt"Jワ:42 LO， 3-t;1. ]) 

〈想主主E

之 E手品・グ~'、クが尽刻、乙して〕乏のようTJ.こ琵の存在左理主し"2 \\~ 

この論文!こ 1¥う規来、三 E鬼11して，

'事 1砲の項草もと称す 3 ごとにす~ .，喜平重の

右吉は.着芭直 彦 仇 ち さ と ζ3!二，d:.t(¥.尽ニ、く I'?ワq-2-23舎をに

表モιつよう王子，をこさらしい g

首詔空手としてあら同~\"てく z事ユ簡の規乾官、ごはl与の'ii.tr z; td-. 震とと E にあろ現集左，

a 二之に当乏之たをの描ミを が ~t手，乏して.ゴz持t、殖炉れてい三。フ芝、、めさき乞た限り 5、φ董宣司皇乏彊島 E拝邑己りこ零約す 3と，

てよい。ヒちっ去の~あち‘今回のご皮黙さ告の主皇室に尽が~ tり

支の主主2ミギ

に 芯 3う一一一手 iF5α 電 賢 f手，ょう

rく表現，/E来、め当柏市ラ同|リの夜恒三をほ.室 芭 の 前 治 文 は .'0 "(事呂、1¥之 1:1.と乙仇につち 足し 之 I¥広 1¥... らたチ{¥0) ち，

をご力、らるi軍妻T1一一ち棄と息佐一一」之還さ材、ていたの守あるが，て6，て言翁 Uたと Ll二回リ f手芯しこのよう!三掻っ Eのさ・あさから。

世号手ζ主語〉表現ペとるかう宴告の現在E:..t云室言、l!:ら吋tろ.Jうに，闘を事15.~左 U 与 1\ I手すマーあ号一一

し

手乙

戸山口以re の l、ぅ Io..nO"t.(.e のよう窓言語理主己(

表現芝珂俣工亨 23形式性くと亨末茎酌定厚手〉、

をの，最大のElft邑と

J事1砲の規托〉

1ざ し . 1¥ 6 \ぅ表現E相|秒す ~r二苛き怠竹町与の形式、千生と L Z. 

[二手記~こ1 lr¥ ~ことに存~t>ち諸色 g~ ヒ痕得 ι ，十分 t 亀習づけら

芝街道し選手主主在三望者?とし之昆tliすこと1::..

芝川ゆえ，

広.

ていた。

宮古φ 夜主主論文.r<長島在〉様式、とし-z.oコ主コ=片一旬、/.1 げ思場 d

ごの穿ユ院の現筏fズむのように

この前論支邑阜.

音色め前論文に湖っ

しらパ、てみ怠けUlr.:J:芯ら広 1¥.， 

ご，

6ろぢ:2守ーヲ1. rqワ7g手写同〉左ゴ00

をこ乏，

'* 

E直前与さは，千五 b 仇たp ，

号車 1 改めて夜封 ιた対 /Kll(¥!立rの普及広同窓 E ふくんさ(¥d t穴¥

自令のしきち語と相関す 2きような

だかち.'W従総更してい三 σ

反首にさミrR'ヲ

芭界 E.

tのピしてすg.fbぢ 邑 話 野 と l 之，

の医省訳、ざし壱 b立肌 d ざミき/d.、，

1Il1:守、玄，..F-:種々 の惹更正ろ寵E弘之

~F2也支をそっ 7田健広 aP-t.偶

をのむA

f琶の規写己とをLI\.自庄の1LゎLrl 芳仁目安左手芝フ之きたみ二八ぞみð-~乙.

んをこによ主〆ユ京芸7¥の記主が あち、

ZつrJ..

ときぇ z 二とフヌ:~わか芸。

執

γ

宅

，

H
貯

a-

、
白
件

札

境

ゅ
の
，

E
-
ち

作

自
てフミ?の Jう在、:

あ;;~'1 I手，し之の.

えfrず 3主琵聖子 Z

2事ヰ笹め唄1乙くι1¥ι 表現垣呆〉を理臼えすこどに忌 3-cうrd-.

前論文α い3弘之つの詑単 lこ.主E邑レー・ーー

で

之

当

l
、否一

巴与手さあ三めだ。

友直下7毛建司件創1に，

五牲の総主(Tlこしての，

R告す毛主旨亘β、J

《・一一言葉に関してち照前向怠のはく吉畠野〉定与のだ4 弘のミ~Ib '

をの<走塁

ひとつの閣主主主1

事Lヒ私の昆し聞き理解し稼律 Lr.こ主葉tk'、

〉ヤ白l函助関係乏寸了して亘 1¥にマミ也レみつて，

j)t二/eJ.、

めLr¥-め tr¥.l立，

E与け時、口、 BらT;;i' :-

工8

しかし，あき。を !HEτ、

ワ
f

1ム

の

-

之

一

『
」と性昆全

，
m
 

2 (¥吾 o 兎11手をこに色童 L

きう門芸のさ・ 5う ~ð~( 比率 ((q7ワ:ヨワし ~Iη-21.))

〈ーーーさ塁計7のさ忍かにあち禾主的ヲ曳専・・・ー

由主語世界として執が‘っ



〈畠琵の，tl.~と広 ， 自己の昏住仇令野E宣しての関係何?巴匿さあ

》。ち ßló~\ 係かわ F)<.( ってい z 綜佐 ζeJî叫七三〉芝、あl/ L r.ユ‘こを，主

主とし ぎのき咋が全E九， L Zく gのであリ，つ I¥に 1&， 6 zこつの

ぐ間昆 >T天色J，.フく.J:7に尽きのきふ 3.>:?(山手 [Iqワワ:41 L1立

ぢ-'l. ]) 

二ごでほ， 2F英ち り 号 ¥¥こど同括ら UL之 1¥& " 山車白易が ，日程つぎ

を白本 すミ ワレタ人に b 守之 し 立弓たか J ょうだ o "{;tぜき平置が‘をう

君 z?，のか/手，室雪志ま島南さ・あ .bO、わ少 zくゆしくのぺ'.J"フ。

できのま己l主の高3=lJI 亨 7ユJbち a 事 '1T昌の環寝をき左手千と してとら

え3，t:ヌ5で，t:J.，吉提百忍あ ~ct う広主笹口主1J.;' 与す・-断定ごrm/ をの F更

さどら立ち似た限リ♂・めし志堤)規築1夕、 古語界ヒ LてJ芭をださ M

3. と (¥う判更を i三、んさ・(¥た。二 U¥を.文佐治とし τち之 Id."， 買気

三向存記K白文待1-:::キ目当す三巴ずであう三。芝山に回 Lτ. 二こで・の

/ヤらし|して I¥ ~ -5う広.君主論向怠吉c:rt.ι， d ったく邑今年l砲を芝広

之Z¥ ¥ ~ .忌む百ら.島鮮のデ1 肝〈与 f享ユ陪め投手む~ ~1へ、〉に d?

で. く向亙〉く今主担性〉芝 a 益 l二夜間づ、けよう之し之 I¥ ~のだが

ち。ごめ詑包E文 住 詩 的 t 定え が 之 t 広¥決して兎支事的むきモi主の

支障さあると Id.-ち之・す.、，むし S， 一 種cろ超越t!タt.きき芝だをこ邑 Jb将、 1d:・

なら外。

間金っ之七らっては邑~1.ドノ拝色 J;;，r.三之さ、，言富山事の 2~~11 の

き己注のうちトム大(ちしく lふ. M ~) 11-:'隷フ之 I¥ ~ ~ 7デ a 一元 P-'{j

三子十令定、ろうとか.主兎しょクモこし之)¥ ~ ~b けさは広 1\ q 記庄司同

色乞して計 3芯ら. 引用した笛所l手， とυ¥.t; LE包むす芸書誌だモこち之三

だろラ。評富市、ここで、括指して.:t、ぎたいの 1:;):， G:-だフ rのこと言、あ

るー一吉琶の主j[翁ミ(1-:::: 7ユ，写 1 商σ 現畏に局する‘之系列のまで~~.

t並立~'" dこと，二仇ら 2系列の託五f;r手，支1'.$ょの平震合を年ってい

三こ之 ， こう し た 文 体 土 の 手整色0..示、をちく(おむ調主是正取

E互に務びようとす Z執・みには.室主汁がcl¥-t:;-のを五 d. 三乙尽 Ibl{、 3

=之ー一一一一。

工9

をこで. s しちめら.&べ‘さごとありを乙せ Iユ・\ミ~ ¥.f¥. T手，琶苔当人プアい

こうした--;t"f乏よm 包裂に σ いてりるす:・し t託手7自慢台勺ちkJ..¥ ¥珠色苔あ・

亨 70 !?苦手に.評芭の之 1三恵、百訟がらす~'l:二，二の足い尽きわめて浪

!警であ 2.0 正之えD::'.萱芭 IJ-.見定さによ 3 実見守翁を高くかう答訪

E .し区、.しほ" J+~てい~..乏して.前持支壱，をのようtJ-.巴界を

哉ちG.~'干す露骨1 としての惹更す品を. t急集す 5嗣:Jt-であフた。ところ

方::言百 T〆モし自らの意図とえ涯に忠義さ五三うピ lE 1ユら_ :rさ

C事2歪自の長引の記&.広. 記事さ M 存ゲゥたで・あ 3 う L. た之え Z送

還 ざ れ た と し て T. ¥益与えには室きとめられた主かった広'5刊をあ三，厚

t 存月. 2冨 E の系列の記庄尽.すE庄司主 1羊であミ;'oすめく珂函〉

の主~!: ' 孟藷(与表理王国」事~ )の簡lから琵3， という. :f写り尽之院

に古うでし豆うから。誌って¥¥~与の fユ I -1峯だtrした・?r この珍妙ざ

l手， dう1.B 訣俸の 1ト投ol:J. T.ナJ:=-. くあっ，母、く lユ，全日筆互主 つこと

して Lまった，r Lくじフたーーた q た 1孝三 L が疋，¥留をだうため

に、 Pう Lょう一一 》と.いけしゃあしゃあと「書か LfL斗とあ三

のに出、つが 4 たと芝、建:u' ~ほか尽fcf. I ¥玲止夕立と. 一麻:Jl主U ミをここ

ろ tFあ三。

守 口 . こ ζ沙問題E. 之:、う廿ゥ之回収す札口、.J.I¥のか? 一一一苦手古

品，っき‘のように乏え芸。

蓄吉山本政、，表現定見に関し之 . 之系羽!のさ己認ε用意 Lたことは，

Eとl.t¥自 1宰正し 1¥二三乙芯あ手。 く事 1簡の)芳之耗 E協すきと0'/.l¥. I:J:' I 

ゴしあたり文14:-Gヲ漬現J にみ:1.lt机 3尽か忍 1¥ と還付)IY¥.' ~ 7J.;.' I 芝のよ

うに積正夫、二rth..たM気丈広，表兎/農民訴の攻似た直 a.cのか‘あヲた

といえき。ただし芝 1It./d. ，昆J免与助主主表責務 c歩手寺勿1 性か・ 示~ 4¥た，

と 11うことを lユ忌 1¥ T 記入 ι:3i益l二.望芝生乏的広志境協の百荷札，文怠

ょの浪訟の'(;j.tP t二，た 3ゴ1:1'¥" 表兎/現実諮 OA貨がうっし r:さlf¥

P-. ということ否あ ~ø 定、がち，的1.}\. }bι"--/d. ， この 2 石~"φ苦己尽の

正当性と間立字 自三性とを←ひとつの矛直之しご佐訴し 乏こずらす

ぺ、との差高輪芝出詫~i!.~べ、ミfß の否ゐ 3 "， 芝¥，j1..(手，ま環/讃見松田

百にたえ三矛自と#発泡に 壱ヒザくのだ。 一 ! 
20 



吉ctE.c乃号主 便 性 I手阪で左って 11 け~ので， y， &0 ちまめ
『

}うのの

は

ち
・

2

人 間 C乃 F之旨 d 営みに吃だ、ヲ之，.(聞の活計7や〆意耳乏を予定1干づ汁 Stラの

一一一この号事1-ffi cろ史民を‘ 二の競合 . Tctêa.えた~t; . 

ictacJ 

乳3乏をとらえ ~ð島1注の令官bとし之，Id-じめ己主洛的E拘祈酌夜子'i¥α祖ょにじ乃

琶きょζ刀民主主写)iRo，

軍 1 隠の君主演一一~ら 13

7ユちシグ〕むのよう写主観性壱，主主針生に吃付している。のが‘.B，:' c:: E:.め尽，直送主夫E 正ち~' J¥ d 0 1定ちが，

危Tちか0 G::大で・填1弐・界ユ陥 tろて見提〉1J 1 ¥ L (ユ，の}宝石(与喜誇，-1皇の作業克点にき問的 2Qf.I'とこ 3 で

県悼の令官ヤE もたら L て自ら Eセ造立1!F-:.ことの市黒 Y二住に'者う，λ間性司与をの Fち"だかち A:+sef d f-t:-く萄主ー〉をこ dぶ一一一芝、ごU'¥ ~ 

f九'Je.II之 C..d::.自阜の l主事の手主度的・まる誌的子促ミブナ，

して6z'1畠ミす z主匪u=直 3き依 同 Lて fd.!dら7.J.r ¥ 二と"f:.

芝山?とすらこを.mり む I\方~ょの衰伎と忍耐と左 t フて.主盟問

与モのの彼岸にあ 5室員八到リっか A予の三二，台芸乃司〉急務忌討筒乏

T芥たる門たの ε五J，-o千菖;主主主与l二回高主主主夫元主 Dの問題'tIc-1J‘つきま

現足ぬとし-z.(ft a、々

id.&1芯勺ヴ初之¥¥えぽ‘，生 d-lYl ~と I ¥うことが・勾 /¥'‘ち lH君。し7.l丘vi-$.tmほ宝注目「二Mi.sfa.。脅さち l手，事に i霊乏し之，¥'7た二三二 f斗

と主手長表 1坦坦iIT.)押‘'ぞま毘の主住乏かモちづ‘く 3，くあ芸レ¥r:J-. モの涼ミにてどと~.

1Qt:= 主 ~j包をこえ之ごのよう厄 μt..ZCL~ 厄ぞのfd- .ざ u.¥.之い三めだ.0そロ丞し之¥¥た。

単に問主三~的さる~ょうr.J..関与奇的お T のであきと邑>n}Q..

仁王'1::主らぬ。

lld \-，.畜琶のヨ主治一称託式、の再f3~立が批判 1 ~ご f亘す Z かが，

荘村称号モ支\~.表現q 冥母~E 断いさ l\ ~c

'}・ 1). 

Td-吋壬リ

長 E豆存 1¥しi=Tあに

伴う回収T書モ存自吉正案件め寄港 E:.J 十和対称斗の誌の毛とに夜~ (t:J 

LF-ことのいJtIJ:.てき 11。 lEEみかわら手，安変色 Mがら. ::1'1=公私

長え忌，金負21¥ろ多桑ゐ主r色き会会ろ毛みもみ751:。

した。3之/}¥.をとそラサく之宮 In.l:r¥ーここに尽，

ミぎー毘仔Il1J、ある。

とうか・ ，

ZZ7EフたeのごあコT::。宣言oE. -r:' 7 正直oじ.Id-. をれに汁し之.

なぜf事ら.ヨ主芹十今、髭武、 ef音H たして.表現の芸事長京、と言言IJ..こめ 7翁手rZ'.

しヨう乙・意環f1)1I芝圧に F三ちあう主恩?主E.=と1;;乏 τ借pt.し之立 Lれ Id、，首l詩文にJt-~乙た君主援に問ず ~2 系列の完足のう芝山 rc子，トtJ(i疋‘げ¥

あろう J う芯 7必 a..RJj.. tテの一一一表現活む死一一-'E:主遁向に捷討す喜二後琶の手元をUl左手足最立立たEのとあ s。前琶だけにちとづ‘ぎ.巧.

手ミ受乏の潜芝めもう一半につ刊で務主主 ι ちハむI\~からとか、さま干，

さJ;~ 17 本有 Ib翼d 図 eJtてはいじ年舛"vl'範式広.

惹兎~短長にまつわ 3 矛宮 G~員支ち，うちずとらLl't.‘

存会'(E-iヨミ 131TJ. f:t'イナ芝文・-ム壱，

.Pí l の桑 ~rユ .

表提の浬均 1こ結扇のとこ 3行誌のた与が f らにりあ、ち

TJ..f:;のが‘をJ1iのさ主計7idムEか‘，怠壱 φ のさ乞王者 E古書芸，之 ìcti~ぷゥ批判すい3ヤ片フルu.f)仇lユ，をm.ゆえ.てしきうことに忍 ~oて (1 "? 

用意 ι之い 8-"0~Ä' 主ミr -r!~蒋包11 につ 1\ て誌 3 うとす 3 種乞E::.ペ‘き=CCろとしての耗対詐築弐芝、!WJ:.布It二可否二三こに Tdフた。

菜子乏

この手子先l玄 !d-.

各障の i室勤ヒ，表現ぺと志1う、う差損の真司令註l玄とtJ...Eさρ・¥
本

払 3，げら Lll~広0)'・‘の去のだ o品長以震L~もとのあ 11 1三‘ f乙，
コドJ事

非主芋矛r-.筑王丸、芝日蓋吾の持論文にあ、 I，之/手灰更之とれ たのき品 ~1夕、，

↑-
h
 

L d. ." ~ ¥)志 2こゴ仇て琴ユpffi"の規畏に関すぎ Z 五差琶の肖I昔前支め忌工夫否 . )b I-f¥..わI.rt.I五，

をの甥 1-1ユ， をU¥.ゆ三乙にまた，この奇文の宮司、Id-.罪対寺末技官、 21:弘義魚とす 3ここむ表現八之主、かう現色のい3到¥(九吉己良三をみた。

悪 Lミ?‘自己この務文 α夜 哉 の 事 前 l手，当 \lif~tt亡執す々、きそケの之怠三。王皇室主 Eとらえ古語野とし ζ .pl干与の在日くにあ2r.之.従者1牲にとっ

荷色し<・ gにつぎすすむ益江守一色、にあっ巨が、，E王守卜の t合~ !l~ 八三こまっ{d:i cz.t 1J-.ε功序，運動 Eあ 5 君主芳芝乙かがゆり怠ぐず二日味合，吾。

ご弓 論文の表貝被告の窓ず に表更考lL¥fe. ( 

号事 1f匡σ3堤 義 )1.ドラ;3-<:自工蓋グ汁ち L札之 l'1}ハ(というふり、立考 t 

22 

をの程点佐，局 4 ピこち，運動さる Z 表現にふヲ Z~ こに積

21・

この Jう な 7AiaiLな11手.¥-n.. にせよ.

ある 11a.. 

増L..さ此ていくをのが~あ ~o

ぎにをこにあゥたが，



評 宣o 老どち之 3 だ、3う。こ芝に由史す~.'t毛主主拐、して二 1吾 l¥ ) 

手呂互に育ち功、しあう t 司君c.ちictea1 ZJ. eゆと主 E旦とは，えによ U¥rJ'¥ 

¥ 

¥ 

¥ 
¥ 

/ A¥¥¥ 
/メ¥¥

/よ〉¥¥
/ζ~ノ ¥
/ブ¥¥

/f/;j与J ¥
1ヰ:;て;J-LH十;

を在、ういうわけすうみだし4主司5CうきE見の品問IC iete斗f急提グ，d 1) 

>c<..fαk:"G:-εのか主E昼ペとぴ二人己‘きたり

ι治、呂」注 ltJ " ;f存会T折、筏司、 r.JJ

表現ど表現項昆との百豆略b).'E1& 

一 方 問 の之主事的に急コ

をのよ主芯たリ，之 L立 つ

すき古ま

十 分

義足詰/江 a

表貝/壬臭事ミ識とし之 i意関~;;.のさなけ似ほ\

し Jう、 L，

う扇万 1古1C，論理，

卓会rヨヌ τζ ぞ
.;，-， .;.ニー 、、 ιJノ =-v 

Z!7J.I¥" 

巴 1¥クa うな筏路の E之完封.

怠ずなら . 悉 f良千Tをちを t霊気/乱売f三討に 1d.(;' a 忌 l¥/;Jすo(!J;;?""

為の 攻 はであき.

'ittic<..e怠e;の」ついすに主う厄ら，

迄見とー左足~粍と 9 坦互刊を;~江、広，見気急尚志主観

ウ必.-ざ の あ ら J打仇 C'd; ~ ， 主 切 に と っ之 L，J.う 1三初.性 E担咋!とし

しIJ:'しとr艇身7 にし之 L~ クからさ局

∞'.jiroの丘4fzJf主に手'lrEハ花、芝.

らをと.J:リ霊園な同誌往のうえにうち泥土c工会、とず三主組め営みと

自

b ぞ C乃 」 ど I\う主1\方~.

百夕 立De<:(YTltes 現金苓J:.:i..

d 

3-o 

争責E~去助長免乏の国
ヒヒ f::I:Z 白 r~三耳1 に E、 LI てハ三 oをつZ. Lたかいヲたと oしZIJ.む‘互ヲ

をめようにう 37三之 Z問先往左求め

巴.~IH， â F めであ三~ F--15，‘え.豆乏

惹 E乏之ιf--， ;)チ乏らく，

ヨ主主豆と伍 β、フミ~ Lヘ F三，とこる~. ， 

気急ι 走更を託手B向す dOl に(あまり〉みいて.)sI¥ 0 "2.11しI:}:..J

こ2， /.λ・¥

表提ま品Td-. と二之九良!主持としては庚閣ささすに主主主性論 ー | 

之し之展開すふこの主銀色にとヲ之、本来予 1陪②堤耗?をのう ー;

h
f
 

主慢性詩吟国立そのうち号、茎率的r.=f:J.主主気急{夜に

ー 干蚤E考才l.t\ 之 1 、ェーしかし，二 φ 詩文弓蓄蓄r.J-.災民に~.単純芯t

方窓口走理論左程式、し芝似た主\lこ巴芝予 ~L; 阜ら今実現論を，

きf~的蒜E主 r= 手ヲ之 i包み上付‘ょう，之企図したのであ三。

弁きf~表的見麦L雪~ -;r.. 3 u-てつの執、hが、、フa=:U¥ ， 

と、じろと主うるモケめさあ i主力、?

二こIこ.

山五 i主主良識に~.定

玉男LL/、 ~，~rャ F正直のと王フtJ.*= I心的思毘気で，1ユ忍く -，¥ IP ぽ~童 1'(1的

1き専，雪之だが~ 0，0-・ 3う~， どち:乙」う o

表現広，表現主汎たもの Eラるだ 3う。表現主 U¥..f三εφ g..，

らず，表現さき民 E言現したち

たらさりt毛怒ら fず，

か怠

をlt¥s"この麟文とし之

ず号 j之宇F畠 td，

ふたた7;:'認識;にちだ0'ら，の芝、三月妄、

ム0 1Ø乏掲Iî~ ~と

三φ意思芝十分ほんきちち之ろ?と、3 うと里、うふ色めた何. 1浩之芝を

こう吉一一 /ocdl'f(orre~r J :J-んお//ゲ ρ07:

(詩託 I表的に)表提き~é 尾闘す三るし . どう尽~ . -

争

L之 Tテノ

を IH./J-，結実した。うけとieL&-t...l s-壱のと Lての想定E..ーたしか l二

乏の表敬之し之jてをたのさ、 Jく乏琵?認識、と 1手無関7需にを王毘さl(¥.た宅子 ζろは，しかし."3，(ニち s'" 、存い・

ミザ2・にとz.lhとして島高して，¥~臥巧~ C' ~ ~計二のよう Rr 霊安乏古似た

し之氏庁仔¥石S:'f華の略式、

このよ 5怠芭古住1夕、、

んte孔J...r;r. 1テのとし Z 仏才で荏主ぜず f二，t;Cろのあリ君毛色.

表現現耗千五ミ!s J -と恩I-b材1三三。~とし之 h ゴ乞乙あ・くのが.、よ 11.

1プ?

2与

とこ 3t.=.設髭現象

-
Z
J
 

F

内ど

之 Id-'R:. 7く

の.卒貿"e.eJト芸のさ尽門l.tt'まとLちた与¥¥0 

〈問事E芸的)品作用素とし溜主随的



自白部7d-いしロ事例1弘之し之宍l
'
司してい主m世おきは尽く .E手l手‘之に苛邑みた之ち胤たより高たの建立粍にぞとづ、く tめととらえら恥 3

て前旦♀十・県!幸治与いし事物詩め jh-粍 E告によっご ~ll らか}ら倍、芯~ Td-I¥。8 UeQ{ たが陀ず7、ら港¥¥たかラミかも陪っ広司:・均一浬の育6ztL住アハ.、 J

汲 EE5主主主¥¥ Jユ万:・た、モL之表質壱.JX9トe，三'J:!，.什 LI¥ Q;.' ， た'2~(7)ヲ長対手~j筆E之 11つのまにずあ与わ仇さて〈孟 J うに隊三。

こ の曹の兎奪三写的錯慢への入り口に怠ヲ

しモcヲと

〈二E フて la1 ¥ひい c手フを μつよう尽自党を言525faしか Lと息フ oて" ~ 。表現のまめぢ f手.

あるロ乏見に対す3 盃写 fの/ユーid.&-.J1 之 t¥ <: だ、まっDにこの d う ヒE之ミき

1宝果物治70)括提出:と組去十あ lめてLKピこ 3 たfJ:じ h と.LIf外知 E ，2こ!、フ巧つ" lこr;J表現ε加しつ{3-:し之 L:Jう，之lユたらさー生とし

をのあ

とず明I1芝 z 品~ '(こプ?さ守ふ

壱吉区.しず、し司た存乏念が、 ZEZ宅す b 余!it.モ~ T~ &" 

在宅 27ヂ、三

ぞと f， 
たり m 主主午為乏め乏!二し t ま~.

じ、主 UL 3 

E
 

で「手つぎに.J2主タト論広之きのように活吟j:'~t\. O二とに 7与;s.ζろか?

この詩文におけさ砕タトと， ，フの I:J.._自己L↑生0)言力、土山かたの dう忍

ちのをあ ~Q 荒対不良可cろ忍 þ..... c.、 l手，

11C'抑の系リrv~lC ζLl.J. ( F-i:こ乏包主二思ヲて l'~告ゃがみ Z o 

L Z. (7) 舌白というそラの E広告17きとmucμ 必ず吾首い (1)<. 左手「ょう。!手，栄女げ牛f二「私」、之Tラを tラ

ら南異1事的彦目前Iiの-tTた胤た領I7室主いく同ぢだし之さ之 I¥ ~ 1.フヘをこで‘，之1¥~c> しユヲ選~f$ づ汁ら仇Zよ巧之官t'立川きこと l

普:昼豹 Iâ~再持 E し á うと息之町，主乏して議持 Lぶうz.rさめざ、あ 259L Z. 

芝似と自らをこ E写2士、さむずぷ待

「私B ら?さぐさ lhF-:.訂称't主を回f君主し 4 うとつ，¥占、ち，3‘ちと.

z司7・年対称小ち包白へともがうそ良司蕊域し'21 ¥丞 d う f三，白子うのZ を l芝た之之 L3-ぅ‘さ‘、 3私 J

に ，'~り固ま~ちをこに全米主主めよう的思:晶ををd'， 1手、ざた、し zi1i'乏.と1) t三、し之 L~ う，討とが国家とか左つくで.忍創してしまっ果 ，

モ句犀-~という銅i障 を 投 開 す 芸 の さ 主 主 Ii ll¥. /.J塩であ色。のとし之すパい之主苦e.1包巧 lマラド一一一二仇ち忍#込11戸1Th図に尽フ Zl ¥ ~o 

をう 1¥お を ら くP-tJ:' . ち~一一さあ 35J 室主ち仁浩cち払 F三?-り1:1.. 二lIt毛‘王豆急主的壬苦言乏E 宅三之 l¥3がを、，ヲスからう立[，1¥.三ことになヲ

をういうて 1<子.Fる<.tC似..JJにと守rい 1¥巧に.うことと子以あ号~ 1¥ <> 之ヴ〈技タト論α料金金をs，.eぢ毛 の だq

あたリ鮪10=之さあ~

下bt人てμ ...ttが、目前1iヤ

訟をちく痛くモ#く毛ふきd'1¥'"，ち 1¥芳 r;J..~わ二う霊童/ユ R~るし之.このように決めっ tiLj¥ /;J:' . 

ちうだ3 う一一1¥マ，

毛ちろ人.

|、 5だろう oとす zしでからのぺ、広いだn-立，主芝や之立喪尽11e苔l' ~人?と白陀 l立祖宮下し之

ヨ一口、'Jtマという匡史σ馬誌をあけ

慌の壱 E さきに ι

果陪目マ7喜萄1震 に こ だ わ る め lユ.だかち ，単純なI\~ f主主 J]¥区麹に為、 2

とっくに菜リ

義 ο定、て/:J:'ゴリ折、るいず，

，¥ d人定‘，性尽のだtテら，

之 fテ，荘t.1¥毛主だMZ 1¥ ~ちから?と、 。/;;;.β 勺ニ之!こ，卒当、-・・--o 二乙ら!.K之い三めた，

ぐしず手

広

4

令

、ゴ
H

は

図
，
.
遣

の

官

持

母
性

こ
毘主

ー

:
l
az
-
-
i

• 

た

手

攻

一
ハ
-
E

一

z
fは

Z

江

投

二

一
た

な

芯

た

耐

寄

り

0
1

貯

存

度

ビ

E物

喝
事

苦っし1J、し，をのための主主是非主 'ZJd. のさ‘あ~"評L琶をこ L 2 広
A

門
ぱ • (， ZE...li査に広，事物の，置要と ι~.いにに，一一一左貝堤築E 正 Lく射程にlG.'1 d-勾之こるこフちゥ之あ 、こう

歴史の蓄積住，芳2..りさ三百三，cミう E形式ザ生0)、ーと。奮 琶 の 反 論 広 域、立た広いだ3う‘めG.¥¥ Nミジ.

う TJ. 二乙壱生む、う三与の 2・あ ~Q 形ズサ主のかたき D 乙L. Z 内事号互に注一一 1 

庄活尽の守/でり之 L}三回単にしか 3ト之ICC.r ¥広す守ぁ i 

芝う L た E事物70 憶司性σr~かに、主た江之 I，るよう疋J手町些刊生l二工.主当 l手 J事体論之/á~\の J こうたたz 7J. rナ川口、β ら 1ユ1¥=(;-6)ち 1&.

m:物E ~ラ勺之 1\ ~ Q 表寛成・宿主乏したと主~，¥.ら形式住s'¥、周鼻血的 BI乍

2: '(事物?のあるかぎリ〉動ぎって:>/i'3ずらこ芝. A3・原代

じ乃往生!5'd. ミ与ゴ乙歴史的存必然、の'n5事fこ宅ミあ、乞二tLI¥. ~ I 

真正の問主主更主 質 性 合 E 閉さ亘之し之 '(1ユ忌く，

す怠}りち間息長t:i乞B-9G問主主として，

を~l\ f手.尽の j:>-? 

L 同 η ヒたて疋 II~札降、志ちた手) ¥ Q 

疎外輪併合

性的思，

をこ1¥うよLたTf¥.'フ之.主観}庄司南岸 yて位置す芸.を官与岱と広，

B しβl¥怒ら.

26 

掛なト色 Eをうた今鐘ヒ L

と Lて 荷 ら こ む しげに与い広ずきあ z。問主民性的~領

25 

て萎入苫 3 こ℃同 ζ‘ぐ 立 し あ た 9..>

ドゲマ

包 I手

き手，



~し，をこへ無1電をし Z â..~弁託法的科F里 E荷ぢ二人 z 主， 礼QJ-e¥

佐リの歴史 の イ マ ー ザ コ E寺に Zすミのが . 1ft c乃山ちあ ~Q

葺富の益江干ーセ、 lユ ，色岳が必然(-'e日zと可 z主張に t、ヒブ‘ "2

I 1 F-:" -a t!::' ，ち白 tJど必尽きあ三乙，見えてしす「たのガ? を山 lユ，

ひ℃今に「ふ.qきにのぺ、たL亘り 董菖淳、こ勾詩文 3手ミ堤現喪ヘ Cろ;車

な7尽自国てりをさゥ之 I¥ ~からをあり，モうる'(.つ 1ごら ìèti久足立 E

のの主主亘的忍問frE. たと乞尽:書物め仔念品、性のよう色すをむ.渇怖さ‘

き 思 が っ たかちさあ 3う。長尾ポ，たとえと、のように異住的広場佐

の活吾t7~こしとあ 3 :;，'之志，官Iらかの込ム五2存主主砲 E(，手らん2:-Lまつ

こと/手， 苔言 O) ，~拘cr~ とあ‘りをあ否。をU-t ~ ，芳を討がドとよ段、こをこ

宅--，さしっかと怠 6'gう" Lゲ ι. '2 0 んD2a1> な I/!橡 ι~ . 堂芹Z ，事

怖の有ラ王て件生のよフ芯 toと L-Z. 要注世ら々トペ2:r¥cl¥守 2 l aう(

YAid24T 之怠ぐt}:~ '2 (三う〕。 を lZ. ふたたび id.ふX7.J.-壱 q

~ L之現1をとと !J二三iU¥. E リ.在理王足長左下島砕したリ， とをと Lて

表提玉三巴主 tたつ. ~ ~O)吾広三L o 老巧-1 琶理想5モ，穿拘70>有企王者 '(主，

軒 切 の 定立性一一 二IHちの織リ Bす穂互作用品 芦之をこを，手ミ授の守

主E>玄広之らえきのを7:J.けU1.広‘品ら右手， ¥戸と二 317'--.壱芭 fユ.表建ガ.

icti.ai.志 望穐を /d.l;:るという、足虫色を.表1更が idLc(AtJ. r c1)芝疎外す

ると 1¥う必 Z亡、八と確認 ι く表理 /堤喪舗を汁往左 t危がっ た lt1¥ d‘ 

2民三〉‘芝肌E':rら !ニ. 告白が.'惹芳乏の一手ミF9怠育令ポ!二 i.J~という守 一

号 ιzで紘5ゑし之しまった〈夜タト乏. 要初(J)1f2三芳怯否 Eく，主貫性

の η 骨7 により.全豆包したゼれきあ~)。

告宣の.，tうむ蒜理電事長E.1ラフ之 Lc fユ，主毘性輸乏こミ乙ょう之ず

る ttt:z.~'乞思想の官陵釘民斌品、たとえtJ..... .啓乏主霊長の仕事につ写η うち

すきことはか彦う~ 1¥ Q (質のよ¥l)マルク又主主妥巧足を u-ヲ Id-oぅ

t ワ，事1し交えた Pすきのがいー it-1¥ぜ"e"ユ怠 l¥だ‘ろうが?

非対抗長ぎにお、 1¥之!ム，どうし之1; 7dL&.存v の t>~ うさ手取之 L ま

うと竹う程授が、売ら旬、正。広~a. y;，'t をう¥¥ク科事色ιユ‘ 2ち主。 L力、

l . を似合五三忍与，つぎにた~.~怠t7-Cりの問主製助t:Jf.長丘平金

集毛闘うペ、きさふさ .， idムE与をゅの周主侵的江島丘禄径が I (.表

見〉趨策定与のさ:ぷリ. を二に紅色d 実態がある.をして乞 L代自注β

疎外きち色人さt:lcJ-¥¥一一一立のように乏乞之二存 n と，苔琶の l'う

λう a現疑(鉾琶の I¥う.長L念王弓J寛〉と.悉I芝との関連1メ¥ J"dっさ

りし尽く怠~ 0 憲史投先ヒ住吉元堤富忌包芭巴知しでこを，たとえ尿、，

表現母3è~壱乃之自江し往生垣長を寄つをこ，\う昔話三く芋~~務理)

幸司自毛ピ芯 s の ε~ 3 9 乏の巴矧が間JT(fε 卒 11二0 'J晶支 tf'ノ 芝~' Aお

Z主り翁に怠~ ~ I'? の lよちようモケとさ tl\，と衰粍司関係に~á- c

表質@..Jfモ清彦し 1- 1 畠話会今 7戸ざミ ~Iね庁 e7吾川し， 彦主治，治~

詩. 1芝併議， つ主上程仁三主的人間論 T奈良信1<2芝ミ~ LtJ汁i5-1a I ¥.， 

~ l¥う防庁否， 三 9持主 fj.見史専向怠惹理論 φ行ミ王者ちまりをえし

蓄芭山本仁，大!'O1!忌寝を迫芸予の. 之"う 1¥J.I芝 E つ壱の在、ヒ畠え

J う。 (ひムヒ王女 60平文)

CN 90 Hashizume， Daisabura 

￥70.で compl~ted 工979-3-5
copied 工979-3-8-

?ワ コ只


